



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日 本 史 の 「 近 世 」 と 必 ず
しも一致するので
は な い 。









そ れ は 今 後 の 課 題 と す る が 、
本





日 本 語 訳 は こ と わ り の
ない限り、
筆






































































点 の 間 は 色 分 け の 有
無や刊記の書き方などの相違点が見ら
れ る 。






改 訂 版 で あ る 。
本 稿 で 資 料 と し て 用 い る の は 「 延 享 元 後 印 」
と さ れ る 一 図 で あ る 。




























本 稿 で 用 い る 図 は
L ． バ グ ロ フ の 紹 介 す る も の と 異 な る も の
で あ る が 、
D ． ロ ヴ ィ ン ス キ ー の 言 及 す る 五 点 と 異 な る か ど
う か は 、
不明である。





















図 と 異 な る も の ）

















































二 0 ― ニ
年 ） 、
横浜市立大学戦略的研究プロジェクト編




横 浜 市 立 大 学 、

























































cornacy e T C H 
C 
HOBOH 
xpoHOJI O rH e H 
(G
·;:...
· ノソフスキー・ A . T ． フ ォ メ ン コ
「十八世紀のローマ・ロシアの世界図


























日 口 国 立 図 書 館 交 流 実 行 委 員
会 編 の 『 ロ
シア国立図





























く ん て や
（グ
リーン


























ー ロ ッ パ ） 」 も あ る 。
(12)このような描写は鳳渾の『南謄部洲万国掌菓之図
』に 従 っ た
。
















賀 信 夫 • 海 野 一 隆 「 日 本



















ん か さ い ろ う あ 」 「 く わ て き
ば は い 」 「 ち ろ









( 14 ) 本 図 に お い て
「 小 人 国 」 は 、 「 日 本
國 」
の南方の





















用 集 の 世 界 図 を 中 心 に 1 | |
」
（『日本思想史研究』













が 色 塗 り さ れ る の か 、




― 二 五 輯 、
二0一五年）。
( 18 ) 阿 欝 達 池 と 無 熱 悩 池 の 同 一 を 語 る 資 料 の 一 っ と し て は 、 元 禄
（一
六 八 八 ー 一 七 0 四 ） 期 以 降 に 度 々 刊 行 さ れ て い た 『 和 漢
がある。
(19)




（ 講 談 社 、
一九七三年、
二0頁）、






































と あ り 、
四つの川が池から東西南北に出でて一





いるのは重懐の『五天竺図』（貞治三〈一三六四〉年作成）や宗覚の『五天竺国之図』（元禄五〈一六九二〉年頃作成）な ど の 早 期 の 図 に
のみである。
( 24 ) 定 方 晟




( 25 ) 応 地 利 明 『 「 世 界 地 図
」




































、 メ ル カ ト ル の 著 書 は 地 理 書 『 コ
ス モ グ ラ フ ィ ア 』 の 主 な 原 拠 と
な っ た の で あ る 。
(27)M．ベル
ス キ ー





ポ ー ラ ン ド の
歴史学者であり、
一五五0年
に
はKronika
wszystkiego窒ミミ（『全世界の年代記』）という世界史書を書いた。この書は一五八四年にロシア語に訳さ
れ、
地理書『コ
スモグラフィア』の原拠の一っとなった。
(28
) 
P. 
D
. 
A
. 
Harvey
. 
M'ミ'PPa
Mundi: 
the 
Hereford 
World 
Map
.
Hereford 
Cathedral 
& 
the 
British 
Library
, 
1996
.
(29
) 
f-IHK 
g 
au 
qapbIKOB
. 
YKa3
. CO'I
., 
C. 6-9. 
(30)例えば、
セビリャのイシドールス
（五六0頃＼六三六）の
『語源
』に見られる
TO図
に
は、「ASIA
Sem」
「AFRICA
Cham」
「EVROPA
lafeth」
とあり、
三大陸がそれぞれノア
の三人の息子の領域とされて る イシドールスのTO図は
Peter
Whitfield 
The 
Image 
of 
the 
Wo
rld: 
20 
centu
ries 
of 
world 
maps 
(British 
L
ibrary
, 
1994
, 
p. 
13)�$,� 
照。
(31)
原文はロシア語であるが、
本稿では紙幅の関係上、
その日
本語訳のみをあげる。以下も同様である。
(32)第四大州11アメリカに関しては、
「西方。
第四大州は新アメ
リカという。近年、
スペインやフランスの人によって発見
された。〔アメリカは〕人が文盲で、
金銀鉱石がある。この
島々において、
かの外国人は極めて豊富になり、
町をつく
り、
この大州を新大陸と名付けて
〔知られている〕三大州
に加えた。」とある。一見で
は、
宗教的世界観とは無関係で
あるが、
地図の下に書かれる記述
を見ると「多く〔の島々〕
は人に知られないが、
唯一の神様にのみ
〔神様の〕仕事が
知られている。要する
神様のみは慈悲のために、
無か
らあらゆるものを創り、
今でも創り続けて変化させ、
（世
界
広げている。また、
怒りのために、
破
壊して失墜させて無に帰させ
る。」
とある。この記述からは、
新大陸を含む全世界の創生はもちろん、
アメリカ大陸の発
見も神様の思し召しによるものであったと窺われる。
(33)ツァリグラードは、
一七世紀頃までの
コンスタンチノープ
ル（
現在のイスタンブール
）の別称である。
(34)シナイ山については「出エジプ
ト記」
19:l'-'""3
こ
8
にあり、
燃贔ヽきない柴については「出エジプト記」3:1
__,.._ 
3:5にある。
(35)「出エジプト記」
3
屯『聖書
和英対照』日
本聖書協会、
二00八年、（旧）―-六頁。
(36)
神様がシナイ山に降っている間
は、
モーセ以外のものが山
に登らないように次のように注意され
ている。
「民のために
周囲に堺を設けて、
命じなさい。『山に登らぬよう、
またそ
の境界 触れぬよう
注意せよ。山に触れる者は必ず死刑に
処せられる。その人に手を触れずに、
石で撃ち殺すか、
矢
で射殺さねばならない。獣であれ
人であれ、
生かしてお
いてはならない。角笛が長く吹き鳴らさ
れるとき、
ある人々
は山に登ることができる。』」
（「出エジプト記」19:12
__,.._ 
13、『聖
書和
英対照』日本聖書協会、二00八年、（旧）一五二頁
） 。
(37)「創世記」2云）＼ビ4。ただし、
そこにおける四つの川の名
はピション・ギホン・チグリス・ユーフラテスとなっている。「創世記」にある「ギホン」とはナイル ことである。
(38)
「創世記」
3灼4。
(39)『ニコデモ福音書
』とは、
新約聖書外典の一っであり、「ピ
ラト行伝」や後に付加された「キリスト 地獄
下り
」など
からな
るものである。
によってなされ
五四
ている（荒井献・八木誠一ほか訳『新約聖書外典』講談社、一九九七年）
が、
それはギリシア語で書かれた最古の部分・
「ピラト行伝
」
のみである。
本稿で語るセトの伝説は「キリストの地獄下り
」
の中の
一章であり、
後にラテン語版に付加されたものである（田
川建三「ニコデモ福音書 ピラト行伝）
」
解説、
前掲の『新
約聖書外典』
、
四八二＼四八三頁）。
セトの伝説は日本語訳
にないものであ
るため、
本稿ではロ
シア語訳を参照した。
EBaHreJitte 
OT 
HttKO,D,HMa 
(ニ
コデモ福音書）
[3JieKTpOHHhIH 
pecypc] 
// 
PyccKa5I 
arroKpmj:rnqecKa5I 
cTy,D,H5I 
(口‘ンァJ
の
臼外ハ曲ハ〔翻咋
訳〕会）•
URL: 
http://apokrif
.fullweb
.ru/apocryp
h 
1 /ev'nikodim
. 
s
html‘
―10一六年六月八日閲覧。
(40)ジャン・ドリュモー『地上の
楽園』西澤文昭・小野潮訳、
新評論、
二00
0年、
七八頁。
セトの伝説というのは、
アダムの三男セトが老いて病ん
だ父親に、
病を癒す油を取りにエデンの園に行かされたが、
禁じられたエデンの園に入れなかった、
というものであり、
人間誰もが楽園に入ることができ いことは強調されている。
(41)同上、
六四＼六九頁。
特に注目されるのは、
インド航海者
コスマスの世界図（六世紀）
であ
る（ジャン・ドリュモー
の前掲書、
六八頁）。「世界
」
の東方にはエデンの園があり、
そこから四つの川が流れてい
って人間の住む大地を囲む大
洋に合流した後
再びそれぞれの場所で現れ
る、
という描写
である。
この地図は当時の「世界
」
構造の可視化である。
五五
和英対照』
日本
聖書協会、
(42)「創世記
」
2:9�
巳
0、『聖書
二00八年、（旧）
三頁。
(43)本稿で取り上げている
『南閻葬
においては、
「あのくだいけ
」
以外の〈カミの国土〉が描かれていないが、
日本でも山は
聖なるものであり、
ここでいう〈カミの国土〉
とも言える。
これも、
本稿で述べたロシアの『コスモグラフ
ィア』
に描かれる聖地とし
てのシナイ山と共通する点であ
る。
日本の山の思想に関しては、佐藤弘夫『死者のゆくえ』（岩
田書院、
二00九年）、
同著『死者の花嫁
葬送と追想の
列島史
』
（幻戯書房、
二0一五年）
などを参照。
